
令和6年3月1日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日以
上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織
的な対応をしなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

１：

　
60%
未満

Ｄ 0
校内研究「未来を創る力の育成～みんなで創造
するおおたの未来づくり科～」を中心に主体的・
対話的で深い学びにつながる教材開発や単元
の検証について、地域人材を活用しながら実践
する。

4

4

・児童アンケート「自分の思いや考
えを工夫して、まとめたり発表した
りすることができる」では、「当ては
まる」「やや当てはまる」が合わせ
て、約７５％であった。一方、「あま
り当てはまらない」が約１８％あり、
「当てはまらない」も約６％あった。
約４人に１人が苦手意識があるこ
とになる。特に４・５年では３０％近
く苦手意識がある。学習内容が難
しくなる学年ということや理想と現
実の差を実感してくる時期でもあ
ると考える。学年に応じた表現力
については言語能力のトレーニン
グと合わせ、低学年からの積み重
ねが今後も大事であることがわ
かった。・保護者アンケート「学校
の教育方針や教育活動は、家庭
や地域住民の願いや期待に応え
るものになっている」では、学校全
体でみると、「当てはまる」63.0％、
「やや当てはまる」34.0%を合わせ
ると97％が肯定的な評価であっ
た。一方、5年生以外どの学年にも
一定数の否定的な回答も見られ
た。具体的な記述部分は全教職
員で共有したうえで、次年度以降
の教育活動に生かしていく。

Ａ 9

・授業公開の学習の中で（おおた未来づくり）が子どもた
ちの考える力が身につき、実行出来る深さを感じます。・
学校内だけでなく、地域等に視点を持つことで、児童から
町会役員等にあいさつ出来る等コミュニケーション能力の
育成が出来ると評価できる。・授業でタブレット活用があ
たり前になり、児童の調べる力が身についていると思う。
また「あいさつ」もしっかりとできている。・保護者アンケー
ト：97%肯定的評価できる。・他校に先駆けての新教科へ
の取り組みにより教員による授業の改善が進められてき
ました。児童は学ぶことの楽しさを享受していることが読
み取れます。また、一部学年の低い数値にも目を向け、
考察を加え今後の改善の指針を示していることもPDCA
サイクルが機能していると考えられます。（「学力向上」の
保護者への質問３では、4,5年生も「先生は発表すること
ができるように工夫している」と教師の取り組みを評価し
ています。）対策として言語トレーニングが例示されてい
ます。さらに効果的な指導などを考え、取り入れてみたい
ところです。また、このような設問の回答には学級集団の
雰囲気や人間関係も視野にいれて考察が必要な時もあ
ります。全体や学年の平均値だけでは実態や課題が見え
にくくなるので、併せて学級レベルでの分析や他の設問
（学力の向上・豊かな心）との関連を見ながら数値の背景
を探ることで効果的な指導の手立てを探るとともに児童
理解を深めることができるのではないでしょうか。・児童が
各界の社会人等学外講師から授業を受け、興味感心を
解発する機会をつくるなど「面白い」「楽しい」新しい自分
を発見する教育が行われている。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

3
３：

 
70%
以上

Ｂ 2

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体計
画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケー
ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化にし
なやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

・児童アンケート「自分
の思いや考えを工夫し
て、まとめたり発表した
りすることができる」と回
答した割合
・児童アンケート「自分
の意見を伝えるときに、
相手が分かりやすくなる
ように、理由や根拠を常
に伝えるようにしてい
る」と回答した割合
・保護者アンケート「学
校の教育方針や教育活
動は、家庭や地域住民
の願いや期待に応える
ものになっている」と回
答した割合

４：

 
80%
以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

4

3

保護者アンケート「学校はいじめや暴力のない
学校づくりに積極的に取り組んでいる」におい
て、３・４年生で「あまり当てはまらない」が2桁
に上った。ギャングエイジとも呼ばれる中学年
においては、意見の違いや自己中心的な考え
から、トラブルにつながることもあり、学級担任
だけによらない組織的な対応で聞き取り等を
行い、保護者にも協力をお願いしている。保護
者アンケート「先生は、一人ひとりの子どもに
とって、居場所のある温かい雰囲気の学級づ
くりに取り組んでいる」では、２・３・４年生で「当
てはまらない」「あまり当てはまらない」、保護
者アンケート「子供は学校生活を楽しんでい
る」において、２・３・４・５年生で「当てはまらな
い」「あまり当てはまらない」に回答してある。
特に4年生は２つの設問で「あまり当てはまら
ない」が2桁、１つの設問で「当てはまらない」
がある。２つの設問は先の「学校はいじめや暴
力のない学校づくりに積極的に取り組んでい
る」の結果にも関係がありそうで、原因を探っ
ていく必要がある。・児童アンケート「友達と仲
良くできる」では、学校全体で「当てはまる」が
約６０％、「やや当てはまる」が約３１％で、合
わせて９０％以上が肯定的であった。　一方、
「あまる当てはまらない」は各学年で５％前後
いた。人数にすると２人程だが、　一部の児童
とは仲良くできてもそれ以外の児童とは話した
ことがないという児童もいるので、どの学級に
おいても個々の人との関わり方には丁寧に見
取ることで、どの児童も居場所としての学級の
良さを実感できる指導を目指したい。　　・教員
アンケートの「小中一貫による教育の視点に
立った生活指導の充実により、社会のルール
や学校のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。」では、９２％以上が肯定的な意見であっ
た。　昨年より７％アップした。担当する学年に
より小中一貫の視点は軽重があるが、学校全
体で６学年を通した縦の連携を意識した生活
指導の充実を図り、規範意識の向上に努めた
い。

3

3

4

4

・児童アンケート「タブレットを活用することで
授業がわかりやすい」では、学校全体で約８
２％が肯定的な回答であった。タブレットを使う
ことでこれまでの、ノートや書籍といったツール
から新たな調べ方やまとめ方を経験し、身に
付けつつある。一方、１年生では「あまり当て
はまらない」と回答したのが３０％以上あった。
タブレットに触れ、慣れる活動は少しずつ増え
てきたが、授業で活用していく機会は今後増
やしていく必要がある。また、今後はタブレット
の活用を広げながら、個に応じた指導の工夫
を見直し、基礎学力の向上を図っていく。・教
員アンケートの「授業形態を見直し、タブレット
を活用した新たな学びのスタイルを生み出そう
と学年を中心に授業改善に取り組む。」 では、
学校全体で８９％近くの教員が肯定的な回答
をした。昨年より１４％アップした。タブレットの
活用は、どの教員もツールとして身に付けてき
た。今後もタブレットの活用については便利さ
や効果を見極め、児童の身になるものとして
取り組んでいきたい。・保護者アンケート「学校
は地域人材（保護者地域の人々）や地域環境
（町工場・企業）を活用して教育活動を進めて
いる」では、学校全体では「当てはまる」「やや
当てはまる」が98％以上に上った。特に1・3・5
年生と5組では昨年度より「当てはまる」の割
合が増えた。校内研究の「おおたの未来づくり
教育」を中心として地域人材や地域環境を、
本校教員がすすんで活用しようとしてきた成
果が表れてきた。引き続き、地域に根ざした学
校教育の推進を図っていきたい。

３：
　
70%
以上

２：

60%
以上

１：
　
60%
未満

2

3

3

3

4

4

4

4

１：
　
60%
未満

・いつの時代も「いじめ」「暴力」等はあると思いま
す。子どもたちが約束、ルールを守りお友達と仲良
くしている様子が見られます。・ルールを守ることに
ついて、学年進行にともなう低下は仕方ない面もあ
ると思いますが、道徳等の指導を通した指導による
工場が望まれます。・児童が共同研究や共同作業
を通じて、他人を思いやる心を生じる工夫が多く見
られる点が評価できる。・小中一貫よりやはり自校
の６年間の自己完結の充実度を努めるべきと考え
る。・児童一人ひとりの個性を生かし、ルールの順
守や思いやりの心を育むための指導が適切に行わ
れていると思われるが、大変難しい目標であるた
め、更なる取組み期待・学科の授業・休み時間・給
食の時など様々な機会の教育活動を通して児童の
自己肯定感が養われ自信となり互いを認め合う姿
信頼関係となって現れている。・「豊かな心の育成」
はいじめのない学校を創ることが一つの目標である
と思います。そのためにも安心・安全な学級の形成
が大切。授業を通して安心・安全な文化がはぐくま
れていきます。学年や学校としての組織敵な対応で
実現を図らなければならない急務な課題だと思いま
す。アンケートの考察にはそのような取り組みがな
されたことが記されており、チームワーク・協働性が
担保されていることに安堵しています。実際に今
回、教員の組織的な対応や保護者への協力など具
体的なことが記され、学校としての対応読み取れた
ので、そのことによる成果を支障が無い範囲で伝え
ていただければ参考になります。

・プラン３同様、早寝、早起き、朝ごはんの80%は向上していってくれる
ことを期待します。・児童の規則的な生活習慣を意識させると共に運動
会や体育の授業など体を動かす重要性を認識させる工夫がみられ
る。・生活習慣の醸成というのは家庭と学校の協働作業であるという認
識に間違いはないと考える。・生活習慣や健康については各家庭での
しつけが大きく影響するものであるが、保護者と学校の連携による更な
る改善に取り組んでほしい。・情報端末の普及と背景に児童の生活環
境が変化していることを重視して家庭生活における指針を示し心身の
健康意識を啓発している。・アンケート３－①の結果が気になります。
児童より、保護者への呼びかけが大事かとおもいますが、難しいとも思
います。・保護者＆児童アンケート：学校全体で健康教育の取組みが
評価されていると感じる。・「早寝 早起き 朝ごはん」のキャッチフレーズ
は定着していますが、朝ごはんの食生活については日頃の生活が気
になることがあります。このことは家庭に帰する課題であり、学校では
啓発することが精一杯の取り組み。学校での体力づくりも健康への意
識も家庭への啓発も十分に果たしているのだと思います。早寝・早起き
は児童が頑張ればできることだが、朝ごはんは保護者の課題。とりわ
け朝ごはん等食生活への保護者の意識啓発はもとより、向上のために
はさらに踏み込んだ対応が必要と思われるが学校でできることは保護
者への啓発が限界だと思います。啓発活動は今年度も様々に取り組
んでいると思われます。

・保護者アンケート：殆んどの家庭では「生活習慣やマナーを身に付け
るようにしつけをしている」と答えており、家庭と学校と姿勢は共通して
いることがわかり安心。児童アンケート：実際には生活習慣に乱れがあ
り、定着していないことについては児童も自覚している。設問では　早
寝・早起きと朝ごはんの二つに分けて質問できるとよいと思う。早寝・
早起きは児童が頑張ればできることだが、朝ごはんは保護者の課題。
とりわけ朝ごはん等食生活への保護者の意識啓発はもとより、向上の
ためにはさらに踏み込んだ対応が必要と思われるが学校でできること
は保護者への啓発が限界だと思います。・地域人材を活用しているこ
とについて、保護者が98%以上認知されていることは素晴らしいと思い
ます。・タブレットを活用した授業を進めると共に、教員の個性を生かし
た取り組みが児童の個性を引き出すことにつながると共に高齢者の生
活の知恵を学び幅広な知識の習得がみられる。・タブレット活用は個々
のスキルや慣れにもよると思いますが、継続が大事だと思います。・保
護者アンケート：「おおたの未来づくり教育」に評価されたと感じる。今
後の連携も期待し、協力していく。・子どもたちは学習のなかで試行錯
誤しながらタブレットを十分に活用しています。そのことは教員自身もタ
ブレットはもとよりIT機器に関して習熟する機会を積極的に生み出して
きたから実現できていることではないかと思います。IT機器を道具とし
て活用する時代だからこそ、試行錯誤を通して習熟する時間を大切に
したいと思います。・児童アンケート：タブレットの活用について、活用体
験の豊富な６年の数値が低い理由はなぜなのだろう。と気になります。
例年６年の傾向なのか、今年に限っての現象なのか、見極めておきた
いことです。どの学年の児童もタブレットを活用しての授業に効果を認
めており、教員の努力や工夫を児童が受け止めていることに安心しま
した。保護者アンケート：出雲小では全学年で積極的に進めてきている
と思います。先進校として4年間、「おおた未来づくり」での単元開発、
授業実践、学校公開での参観等を通して発信していることが保護者や
地域から好意的な評価につながっていると思います。

3

3

・子どもたちの各々の授業態度の真剣な表情を先生たちがきちんと理
解されている様子が伺えます。・教職員アンケートの前年比15%UPは素
晴らしいと思います。・児童一人一人が自ら学びたいと思える工夫が多
く見られる点が評価できる。・先生たちの子どもに対する行動が、保護
者に伝わっている事が良いと思う。児童のチャレンジ意欲が更に高ま
るよう期待しています。児童アンケート：高学年の粘り強く、難しい傾向
姿勢を高めていくことに評価したい。・授業づくりにおける教員の思いを
児童や保護者が受け止めていることに大きな価値を感じます。１ー②
の設問は非認知能力の育成に関連するものですが、否定的な数値の
学年への考察も行われ改善を目指すﾌﾟﾗﾝが示されています。さらに広
い視野から方策考えられるとよいと思います。学習カルテの効果的な
活用もこの領域でも可能なのだと思います。・児童アンケート：チャレン
ジすることへの姿勢が気になる数値が３年から６年に見られますが、授
業を参観していても課題を投げ出しているわけではありませんでした。
自己に厳しい子どもたちも先生方からの助言や励まし賞賛によって目
標のハードルを下げたり、チャレンジしたりするなかで成就感・達成感
を抱くのではないでしょうか。１②の設問は非認知能力の育成とも深く
関連する内容。今後はこの数値の向上を目指す授業や学校行事等に
意識を向けていくことに留意したいと思います。質問３「先生は学習に
おいて子どもが自分の思いや考えをもち、工夫してまとめたり、発表し
たりできるよう工夫している」の設問では、保護者は先生方の工夫や配
慮のあることに気付き、そのことに少しでも我が子が応えられることを
願っているのではと、考えることもできます。指導する先生方への信頼
感は、子どもたちの変容を促していくのでは、と期待するところです。教
員アンケート：「学習カルテの活用」　前年度比15％の向上　学習の前
後や学習場面でカードを通して児童へのかかわる場面が増え一層そ
の価値が自覚され活用が図られたものと考えられます。教科担任制の
導入には必須のシステムだと思います。教師の協働性を発揮してほし
いと願っています。

・児童アンケート「授業の内容がよくわかる」では、「当
てはまる」「やや当てはまる」を合わせて、約９０％に
なった。一方、「あまり当てはまらない」「当てはまらな
い」は約１０％であった。４年は「当てはまる」が約２
８％と最も低く、プラン１の「自分の思いや考えを工夫
して、まとめたり発表したりすることができる」とも相関
があるように考える。つまり、４年生くらいから学習へ
の苦手意識や困難に感じることが明らかになってくる
のではないかと思われる。また、児童アンケート「ねば
り強く、何事にもチャレンジしようとしている」では、「当
てはまる」「やや当てはまる」を合わせて、約８０％に
なった。しかし、「当てはまる」が５年で１８％、６年で２
５％と低い。学年が上がるごとにチャレンジが難しくな
る傾向がある。.おおたの未来づくり科の学習もとおし
て、答えが一つではない学習から学ぶ楽しさを実感
し、学び続ける姿勢を高めていきたい。・保護者アン
ケート「先生は一人ひとりに自信をつけさせるため、ほ
めたり、励ましたりしている」では、学校全体でみると
「当てはまる」72.6％、「やや当てはまる」24.7%を合わ
せると97％以上が肯定的な評価であった。2年生で
「当てはまらない」が4.3%、3・4年生でも「あまり当ては
まらない」が５％以上あった。6年生は、１クラスの人数
が多いのにも関わらず、「当てはまる」が75％肯定的
であった。子どもへの指導の仕方、声のかけ方などを
学校全体でもう一度振り返り、信頼される教員の育成
を引き続き行っていく。・教員アンケートの「個票を基
に児童と面談し、一人一人の学習のつまづきや学習
方法について、指導する。」では、「当てはまる」「やや
当てはまる」を合わせて、８０％を超えた。昨年に比べ
１５％近くアップした。高学年を中心に教科担任制で
授業を行い、日常的に多くの面から一人一人の学び
の状況を把握してきた。
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4

Ａ

Ｂ

1

Ｃ

Ｄ

4

3

4

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

コオディネーショントレーニングを通して、よ
りよい運動習慣を身に付けるような生活を
実践する。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。スポーツに親

しむ心の育
成や、運動習
慣の定着に
よる体力の
向上など、生
涯にわたって
健康増進を
図る意識の
向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

毎週の生活指導夕会を基に、気になる児
童や校内で共通理解することを確認した
り、一人ひとりの良さを引き出す話し合いを
したりする。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校におけ
る特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

タブレットを活用したり、授業形態を工夫し
たりすることで、個に応じた新たな学びのス
タイルを生み出せるよう学年を中心に授業
改善に取り組む。

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

4

3

3

Ａ

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

4

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

言語技術を身に付けるため、言語トレーニ
ングの実践を重ね、思考力や表現力を高
める工夫を推進する。

１：
　
60%
未満

4

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

3

4

児童の健康への意識を高めるために、本
校独自の生活リズムカードの他に毎日の健
康観察カードを活用し、健康チェックを学校
と家庭で協力して行う。

4

4

２：
　
60%
以上

１：
　
60%
未満

0

0

スクールサポートいずもと連携するなどし
て、地域力を生かした特色ある教育活動を
実践する。

B

4

３：
　
70%
以上

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

・児童アンケート「地域や近所の人にあい
さつをしたり、地域での活動に参加したりし
ている」では、学校全体で約６９％以上で
肯定的な回答であった。特に５年では８
０％近い結果であった。少しずつイベント
や地域の活動も再開してきたが、学校にお
いてもあいさつなどのコミュニケーションは
学校内だけでなく、いつでも、どこでもでき
る大切な生きる力として指導を重ねていき
たい。　・保護者アンケート「学校は、保護
者会や学校だより、またホームページなど
を通して、学校の教育目標を伝えている」
では、学校全体として「当てはまる」「やや
当てはまる」が97％以上に上った。学校公
開・学校公開などを制限なしで今年度は開
催したが、子どもたちの学びをホームペー
ジを中心として学校だより、学年だより、学
級だよりなどでもお伝えしてきたことが周
知していただけた。・教員アンケートの「教
育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童の活動情報等をホームペー
ジ等で公開及び更新することにより、積極
的に情報的に情報を発信する。」では、約
８５％が肯定的な回答し、昨年より１５％
アップした。様々な経験年数の教員がいる
が、情報発信については差があるのが現
状である。情報は精選しながら、多くの教
員が情報発信できるよう、発信方法等の
簡略化と共有化を図っていく。

・学校、家庭、地域（各イベント等）の方々との交流はお互いに元気に
なり、日常生活が充実するものと願っています。・プラン５同様、保護者
への情報発信時は素晴らしいと思います。児童の積極性が増すと更に
良くなると思います。・地域の高齢者を積極的に授業参加を促すことに
より、学校、家庭、地域が一体となった取り組みが昨日していることは
評価できる。・「学校公開」と手段として中心に据えては如何でしょう
か。・地域とともにある学校を目指し取組みが着実に進められてい
る。・校長・副校長だけでなく教員にも「開かれた学校」意識が醸成され
学校と保護者更に地域と連携した容態が認められそれが地域コミュニ
ティーの活性化となりつつある。・地域活動への参加は地域が学校と
参加と、学校が地域に参加の双方向が必要だと思います。ホームペー
ジ活用は良いと思います。・教員アンケート：発信方法も含め、情報共
有や周知の重要性に理解され、教育目標は保護者に周知について評
価されている。
アンケートの設問には「あいさつ」と「地域での活動に参加」の二つの要
素があり、その難易度も異なることから、児童はどのように考えて回答
したのか、考察に迷うところです。また、地域の活動については設問に
具体例（お祭り、町会の運動会　防災訓練　ボランティア活動など）を挙
げると共通の判断尺度が生まれ、分析しやすくなります。保護者アン
ケート：学校の教育課程での日頃の取り組みを様々な場面で多様に発
信していることが保護者の理解を深めています。そのことが教育目標
の具現化を目指す学校の姿勢をもご理解いただいているように思いま
す。教職員アンケート：昨年比15%の向上は目覚ましいものがありま
す。HPに限らず学校便り、学年便り、学級通信など様々な方法でそれ
ぞれに即した内容を発信しているのだと思います。負担にならないよう
計画的に組織的な取り組みに留意したいところです。発信力・表現力
が育成される機会にもなっていると思います。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

9

1

学校運営協議会において、児童・生徒の変
容等の具体的な資料を作成して、評価に必
要な学校の情報を適切に提供し、適正な評
価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う役
割などを明確
にし、地域に
開かれた教
育の実現を
目指します。
また、相互の
連携を深め、
子どもを育て
る仕組みを
作ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

毎日、タブレットを活用した欠席連絡やお知
らせ等のやりとりを通して、児童や保護者と
の情報共有を図る。

学校関係者記入欄

7

3

令和５年度　大田区立出雲小学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有用
感などを高め
るとともに、
自他の生命
を尊重する心
を育成するな
ど、未来への
希望に満ち
た豊かな心を
はぐくみま
す。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　【長期的目標】社会の中で、自己の豊かな能力や個性を実現させながら、社会を支える人材を育てる

・保護者アンケート「学
校はいじめや暴力のな
い学校づくりに積極的に
取り組んでいる」と回答
した割合。
・保護者アンケート「子
どもは学校生活を楽し
んでいる」と回答した割
合。　　　　　　・児童アン
ケート「約束やルールを
守り、正しい行動をして
いる」と回答した割合。
・児童アンケート「友達と
仲良くできる」と回答し
た割合。
・教員アンケートの「小
中一貫による教育の視
点に立った生活指導の
充実により、社会の
ルールや学校のきまり
などを守ろうとする意識
を高める。」と回答した
割合。

・保護者アンケート「学
校の教育方針や教育活
動は、家庭や地域住民
の願いや期待に応える
ものになっている」と回
答した割合。
・保護者アンケート「学
校は、保護者会や学校
だより、またホームペー
ジなどを通して、学校の
教育目標を伝えている」
と回答した割合。
・児童アンケート「地域
や近所の人にあいさつ
をしたり、地域での活動
に参加したりしている」
と回答した割合。
・教員アンケートの「教
育目標・学校経営方針・
学校評価等の基本情
報、児童の活動情報等
をホームページ等で公
開及び更新することに
より、積極的に情報的
に情報を発信する。」と
回答した割合。

目標に対する成果指標

２：

　
60%
以上

４：
　
80%
以上

0

4

1

0

6

4

1

0

8

Ｂ

３：
　
70%
以上

２：

60%
以上

４：
　
80%
以上

４：
　
80%
以上

３：
　
70%
以上

２：
　
60%
以上

２：
　
60%
以上

１：
　
60%
未満

B

・児童アンケート「早寝・早起き・朝ごはんを意識した生活
ができている」　では、　学校全体では約８０％で肯定的な
回答であった。一方、２・３・４・６学年では否定的な回答も
２０％～３０％ほどあり、保護者の目も行き届かなくなった
り、本人任せになったりしている部分もあると考える。保護
者会でも小学生の段階ではどの学年においても気にか
け、よい習慣を身に付けられるよう呼び掛けていく。高学
年に上がるにつれて、緩む傾向があるので、家庭と引き
続き連携を深め、個々の子どもたちの生活を改善してい
るよう学校全体で呼び掛けていきたい。
・保護者アンケート「家庭では、基本的な生活習慣やマ
ナーを守るようにしつけをしている」では、学校全体で「当
てはまる」「やや当てはまる」が100％になった。一方、ス
マホやタブレットなどの深夜までの使いすぎや寝不足で遅
刻してくる子どもがいる実態から、引き続き、家庭に対して
個別に連携するとともに学校全体でも健康教育を推進し
ていく。・教員アンケートの「早寝・早起き・朝ごはん」月間
の取組等を通して、児童や保護者に対し、望ましい生活
習慣についての意識啓発を行う。」では、約８１％の教員
が肯定的な回答であった。コロナによる制限がなくなり、
今までのように日々の運動や外遊び、給食等の指導を通
して、子どもたちが元気に過ごせるよう声をかけている。
一方、２０％近くの否定的な意見もある。生活習慣は家庭
でやるもの、身に付けるものという意識があることも事実
である。しかし、望ましい生活習慣というものを学習として
身に付けていくことにより、さらに子どもたちの健康につい
ての認識を高め、学力向上や自己肯定感、キャリア教育
にもつながる大事な視点として校内で再確認して指導を
行っていく。

0

・保護者アンケート「学校
は地域人材（保護者地域
の人々）や地域環境（町工
場・企業）を活用して教育
活動を進めている」と回答
した割合。
・児童アンケート「タブレット
を活用することで授業がわ
かりやすい」と回答した割
合。
・教員アンケートの「授業
形態を見直し、タブレットを
活用した新たな学びのスタ
イルを生み出そうと学年を
中心に授業改善に取り組
む。」と回答した割合。

・保護者アンケート「子ども
は早寝・早起き・朝ごはん
などの基本的な習慣が身
に付いている」と回答した
割合。
・保護者アンケート「家庭
では、基本的な生活習慣
やマナーを守るようにしつ
けをしている」と回答した
割合。
・児童アンケート「早寝・早
起き・朝ごはんを意識した
生活ができている」と回答
した割合。
・教員アンケートの「早寝・
早起き・朝ごはん」月間の
取組等を通して、児童や保
護者に対し、望ましい生活
習慣についての意識啓発
を行う。」と回答した割合。

Ａ

0

・保護者アンケート「先
生は一人ひとりに自信
をつけさせるため、ほめ
たり、励ましたりしてい
る」と回答した割合
・児童アンケート「授業
の内容がよくわかる」と
回答した割合。
・児童アンケート「ねばり
強く、何事にもチャレン
ジしようとしている」と回
答した割合。
・教員アンケートの「個
票を基に児童と面談し、
一人一人の学習のつま
づきや学習方法につい
て、指導する。」と回答
した割合。

3

Ｃ

Ｄ

４：

80%
以上

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

Ｃ

Ａ

４：
　
80%
以上

Ｄ

３：

70%
以上

学びあう 自己の将来を見据え、自ら進んで学び続ける児童

の育成
・一人一人の課題に応じて、知識・技能を活用する力、思
考力、判断力、学習意欲の伸長

・各教科の基盤である言語能力を育成
・表現力・伝える力の向上を推進

【研究テーマ】

未来を創る力の育成「未来を創る力の育成～みん

なで創造するおおたの未来づくり科～」
・「おおたの未来づくり科」に特化した教育課程の
編成
・論理的、科学的な思考力の育成
・言語技術の育成（系統的・継続的な指導）
・町工場や企業と連携し、地域を活用した単元の検
証
・ICTを活用した授業改善

＜児童の現状＞
〇元気よく遊ぶ
〇人なつこく、明るい
〇優しい 〇試行錯誤する熱意
〇素直 〇自己肯定感の向上
〇自主性、主体性の向上
〇家庭学習の習慣化
〇基本的生活習慣の定着

＜学校の課題＞【学習】
〇子どもと学びの質の向上
〇子どもの自主性や主体性、
創造性を育む教育活動

〇自尊感情と自己有用感の醸
成

〇規範意識の向上

＜学校の課題＞【学校組織】
〇カリキュラム・マネジメントの実施
〇教職員の経営参画意識を高めるシステムづく
り

〇ＩＣＴの活用、英語、特別支援教育、体力向
上等への取組

〇施設、教材・教具の適切な管理と活用
〇地域の中の学校としての役割

＜地域の特質＞
〇歴史と伝統があり、学校への愛着が
ある
〇学校のボランティア活動等に協力的
である

〇継続して、子ども、学校を支えてい
る

助けあう 高い規範意識をもち、自ら考えながら適切な判断をすることができる
・生活規律の徹底、規範意識の醸成

・相互信頼の精神の育成と人権教育の推進
自他の違いを認め、仲間を大事にして共に生きる態度を養う行事、班活動、清掃活動

等

・近隣中学校との小中一貫教育を通して、きめ細かい生活指導、キャリア教育の実施

高めあう 実践力をもち、明るく豊かな生活を営む態度を身に付け

る

・重点指導事項により、体力を向上させ運動に親しむ態度を養う

機会を

定期的・日常的に設定する。
・オリンピック・パラリンピック教育の推進

＜未来を創る力＞ 論理的・科学的に思考し、新たに考えを創造することができる ・３つの教育目標が基盤となり、未来を創る力を高めていく。 ・日常の学習、校内研究等で培う。

児童アンケート回答数 ５４０人
保護者アンケート回答数 １８６人
教員アンケート回答数 ３７人
学校運営協議会アンケート回答者数 １１人


